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               審   査   の   要   旨 
 
本論文は、動物に特有の体内環境である血圧に着目し、環境応答性遺伝子発現制御メカニズムの解明
を目指した研究の成果である。哺乳動物における血圧異常発症メカニズムの理解のために、生化学、分
子生物学、発生工学的手法を用いて、レニン-アンジオテンシン系に関する多くの研究がおこなわれてき
た。その成果として、同系の酵素阻害剤や受容体拮抗薬が高血圧の治療薬として広く使用されている。
しかしながら、これらの多くは対症療法であり、高血圧の根本原因は分かっていないことが多い。特に、
レニン-アンジオテンシン系遺伝子の発現制御研究については、生体内でレニンを産生する細胞が腎臓傍
糸球体細胞というごく限られた細胞であることや、遺伝子活性を修飾する因子が血圧という物理的要因
であることなどから、遅々として進まなかった。著者は、その実験期間が長期に渡ることも厭わずにマ
ウス遺伝学手法を採用し、近年、急速に進歩したゲノム編集技術を用いて時間短縮をはかることで、in 
vivoにおける転写制御研究に新たな局面を切り開いた。同研究の延長線上には、高血圧発症に関わる遺
伝子発現メカニズムの基盤的理解が期待され、非常に価値が高いと考えられる。 
平成29年1月17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
